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平成２６年度第３回若葉区地域福祉計画推進協議会会議録 

 

               日  時 平成２６年１０月２２日（水） 

                    ９時３０分～１１時３０分 

               場  所 若葉保健福祉センター３階 大会議室 

               委員定数 ３１名、出席委員：２２名 

                    事務局：１４名、傍聴人：０名 

 

【１】次第 

 

 １ 開会 

 

 ２ 議題 

 

 （１）第２期若葉区地域福祉計画の推進状況と今後の課題について 

 （２）各地区における重点取組項目選定について（若葉区地域福祉計画の最終案） 

 （３）第３期若葉区地域福祉計画（案）の市民説明会開催について 

 

３ 事例紹介 

 

 ・空き家の実態例について 

・第３期地域福祉計画における「千葉市あんしんケアセンター」との連携について 

 

 ４ その他 

 

５ 閉会 
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【２】議事要旨 

２ 議題 

 【議題１】 第２期若葉区地域福祉計画の推進状況と今後の課題について 

 

高齢障害支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進捗状況につきましては、第 2回推進協で、26年 3月 31日現在でご

報告してありますが、今回は 9月 30日現在の数字でご報告いたします。 

 

内容は資料のとおり１１の重点項目に対し主な成果をあげておりま

す。 

いくつかご紹介いたします。  

 

仕組み１ 

○向こう３軒両隣ふれあい運動の推進 

 成果は桜木、小倉、２６地区部会の３つの地区部会で、民生委員・

児童委員や地区部会役員等が連携し、高齢者宅等を訪問して声かけや

慰問品の配布を実施しております。 

 

○子どもたちを見守り育てる活動の実施 

成果は桜木、小倉、２６、若松等、７つの地区部会で子育て中の親

同士の交流を目的とした「ふれあい・子育てサロン」を実施しており

ます。 

また、坂月、貝塚、小倉等、８つの地区で、地区部会や町内自治会、

小学校等が連携して、子どもが参加できる「ふれあい給食会」や「ふ

れあい昔遊び交流会」を企画・開催しております。 

 

仕組み２ 

○計画を浸透させるために 

※仕組みづくりの啓発活動（助けあいシステムのとっかかり施策として） 

成果は 地域住民に地域福祉計画や支えあい活動の必要性を理解し

てもらうために、区推進協議会委員や事務局職員（地域振興課、社会

福祉協議会区事務所）が町内自治会等（７９町内自治会）を訪問し、

地域の現状や将来予測、支えあい活動等について意見交換を実施して

おります。 

 

○活動の中核となれる人材の発掘 

各地区部会で、地区部会広報紙を通じて町内自治会の回覧や各戸配

布により、福祉活動推進員や地域福祉活動を行うボランティアを募集

しております。 

以下、資料に記載のとおりで説明は割愛させていただきます。 
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委 員 長 

 

次に、今後の課題 としましては、 

（１）区計画を推進していくには、地域福祉活動を展開していくため

の活動資金及び活動拠点の確保が必要である。 

 

（２）若葉区は高齢化率が高いことから、徐々に浸透してきている地

域の助けあい活動のほかに、高齢者の見守り活動の仕組みづくりを区

内に広めていく必要がある。 

 

（３）各地域での活動を推進していく担い手が不足しており、その発

掘及び育成を強化していく必要がある。 

以上のようにまとめました。 

 

なお、この資料１の書式につきましては、次期地域福祉計画素案の

中に掲載するため、６区統一の書式として地域福祉課より示されたも

のです。 

なお、第２期の詳しい進捗状況及び計画の評価につきましては、年度

末をもって、若葉区独自のものを推進協として取りまとめる予定です。 

 

それでは、本資料の第２期若葉区地域福祉計画の取組みの進捗状況お

よび今後の課題について、ご承認いただけるか伺います。 

 

 何か質問はございますか。 

 承認でよろしいですか。 

 

― 質疑応答なし ― 

 

 承認 

 

【議題２】各地区における重点取組項目選定について（若葉区地域福祉計画の最終案） 

 

社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回推進協（６月４日開催）では、５つの仕組みからなる基本方

針、１３項目の施策の方向性及び２０項目からなる取組項目について、

ご承認をいただきました。 

第２回推進協（８月５日開催）では、基本理念と具体的な取り組み

の参考事例について、ご承認をいただきました。 

第３回推進協では、第１回推進協、第２回推進協でご協議いただき

ました「若葉区〇〇プラン」につきまして、各地区部会エリアで重点

取組項目を選定していただきましたのでご報告させていただきます。 

 

資料２－１をご覧ください。 
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取組項目の①「地域ぐるみで声かけ・あいさつ運動の実施」につい

ては、坂月地区部会エリア、貝塚地区部会エリア及び更科地区部会エ

リアの３地区で選定しております。 

②「子育てしやすい環境づくり」については、桜木地区部会エリア、

小倉地区部会エリア、御成台、千城台西・北地区部会エリア、若松地

区部会エリアの４地区で選定しております。 

③以降につきましては、表を横にご覧いただければと思います。 

 

次に、表を縦にご覧ください。 

坂月地区部会エリアにおきましては、①「地域ぐるみで声かけ・あ

いさつ運動の実施」、⑦「地域でできる介護予防・健康づくり」、⑬「防

犯活動の実施」及び⑮「災害時に避難できる体制づくり」の４項目を

選定しております。 

貝塚地区部会エリア以降につきましては、表を縦にご覧いただけれ

ばと思います。 

 

次に、重点取組項目の選定状況です。 

⑤「気軽に過ごせる居場所づくり」を選定した地区が７地区、⑦「地

域でできる介護予防・健康づくり」、⑫「活動団体同士の連携・交流」

を選定した地区が６地区となっております。 

 

重点取組項目を選定するにあたって各地区の会議で出た意見をご紹

介させていただきます。 

自治会長さんから地域振興課、防災対策課から避難所運営委員会を

設置してほしいということで、先日説明会があったが、これも３年間

の重点取組項目になるのではないかと意見が出て、⑮「災害時に避難

できる体制づくり」を重点取組項目として選定した地区がありました。 

これまで、地域内の団体同士で話し合う機会がなかったので、この

会議をきっかけに今後は、団体同士の連携や交流を図っていこうとい

うことで、⑫「活動団体同士の連携・交流」を重点取組項目として選

定した地区もありました。 

また、表の下から２段目の合計ですが、１４地区部会エリアで５９

項目選定していただいております。１地区あたり４．２項目選定して

いただいております。 

なお、一番下の欄ですが、重点取組項目を選定するための最終会議

に参加していただいた方々の人数です。合計で、２８２人。１地区あ

たり２０人の方々が参加されております。 

 

次に、資料２－２の若葉区〇〇プラン２頁の３ 取組内容一覧表を

ご覧ください。 
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委 員 長 

（１）地域ぐるみで声かけ・あいさつ運動の実施を重点取組項目と

して選定した地区部会エリアは、坂月地区部会、貝塚地区部会、更科

地区部会の３地区です。 

（２）子育てしやすい環境づくり以降の項目につきましても、それ

ぞれ重点取組項目として選定した地区部会エリアの地区部会名を入れ

ておりますので、ご参照ください。 

説明については、以上です。 

 

 第３期計画については年度ごとに振り返り、活動実態像を把握でき

るような評価基準を設けることを検討しております。具体案は出来れ

ば第４回の推進協でお示しできるよう事務局と打ち合わせてまいりま

す。 

  何か質問はございませんか。 

 

 ― 質疑応答なし ― 

 

承認 

 

【議題３】第３期若葉区地域福祉計画（案）の市民説明会開催について 

 

地域福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢障害支援課 

 

 

 

 

 

 

委 員 Ａ 

 千葉市全体で行う市民説明会についてご説明させていただきます。 

資料３－１をご覧ください。 

説明会は、市民の皆様に対する計画内容の周知とご意見の募集を目

的として開催致します。若葉区は、１１月９日（日）１０時～１１時

半 会場は若葉保健福祉センターで行います。 

内容としては市計画（案）の内容と各論、区計画の説明を行い、質

疑応答を予定しております。委員長にもご出席いただく予定となって

おります。地域福祉活動に携わる方だけでなく一般の市民の方にも広

く周知していただきたいと考えております。 

 どなたでも参加できますので皆様でお誘いあわせの上、ご参加いた

だければと思っております。以上です。 

 

若葉区市民説明会については、社会福祉協議会の１４地区部会・民

生委員の１３地区民児協から出席をお願いするとともに、１０月１５

日発行の推進協だよりにて区内自治会回覧をし、説明会参加の周知に

努めています。 

 

 【質疑応答】 

  

第２期計画の市民説明会は、参加人数が少なかったと記録がありま
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社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

 

 

 

委 員 Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

地域振興課 

 

 

 

委 員 Ｂ 

 

 

 

 

 

委 員 長 

 

 

 

 

 

委 員 Ｃ 

す。少なかったのには理由があると思います。その点を考慮していた

だければと思います。 

 

前回の市民説明会では、参加者が２５名であり、周知方法は市のＨ

Ｐや市政だよりでの周知でした。今回は従来と併せて地区民児協、地

区部会から３名程度のご参加をお願いしております。 

また１０月１５日発行の推進協だよりにも市民説明会への告知を掲

載し各自治会への回覧をしております。 

若葉区の赤十字団奉仕団へも周知を促すなど多くの方々がご参加で

きるよう周知・声掛けを行っております。 

 

第３期計画としての自治会の役割は大変大きいと思っています。 

自治会の認識がとても重要なので、自治会長に直接文書を通知する

ことはできないのでしょうか。 

 

第３期計画に向けて、自治会の不活性化が問題だと思います。 

大きな自治会は色んな行事があり活発に活動しておりますが、小さ

な自治会は高齢化も進み不活性化が問題であると感じております。 

地区部会からの案内を出そうにも突然会長が辞任され、自治会と連

絡が取れなくなってしまうことがあり困っております。 

自治会が機能するようにしていただきたいが所管がどこか分から

ず、どこに相談して良いかも分からないのが現状であります。 

 

 若葉区自治会の活性化そのものについては、自治会自体の課題であ

ると思いますが、市内・区内での積極的な取り組み事例を紹介するこ

となどにより、自治会の活性化に繋がればと考えております。 

 

 大変難しい問題かと思いますが、夏祭りを開催した自治会へ怪文書

が出回ることがありました。自治会の活動に協力する姿勢でいる地区

部会としては、怪文書によって活動が制限されてしまいます。 

自治会が機能していれば重点取組項目を増やすことが出来たが、現

状のままでは最小限に絞らざるを得ない状況なのです。 

 

 自治会の在り方はここでは議論できませんが、自治会と地区部会の

関係についてはそれぞれどの地域でも課題があると思います。 

完璧に二人三脚で連携が出来ているところは少ないですし、一つの

地区部会で抱えている問題でもないと思います。自治会との関係につ

いては今後とも前向きに取り組んでいただければと思います。 

 

 自治会の加入率の低さや福祉問題への取り組み姿勢など、各自治会
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区 長 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

 

 

 

 

保健福祉センター所長 

 

 

 

 

 

委 員 Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 Ｂ 

 

 

 

 

委 員 長 

 

長の捉え方に任せてしまっていては活動導入も難しいと感じます。 

 地域振興課からの指導も必要かと思います。 

 

 地域で抱える問題として少子高齢化や担い手の不足は認識しており

ます。とはいえ、行政だけの解決は難しく地域の中で解決していく機

会が増えてまいります。 

 各自治会に対しては見守り・支えあいの活動を促し、意識を深めて

いただけるようにしております。現在では若葉区内約半数の自治会に

働きかけを行っております。 

  

自治会は任意団体であるため行政からの依頼も限界があるかと思い

ます。我々も地域事情があることを前提に物事を進めてまいります。 

公助の役割を果たしていただく一環として直接自治会長に通知でき

ないかと思ったのです。 

 

 今回、地区部会エリアごとに自治会長様を含めて３名程度の出席依

頼をしており、民児協へも依頼をしております。 

全自治会へも推進協だよりにて周知をしております。 

 個別に自治会長への通知については、会場の都合もあろうかと思い

ますが推進協としてのご意見であれば、検討したいと考えます。 

 

 やることはやっている、との見解ですが２１号・２２号と推進協だ

よりをご覧になっているか自治会長や地区の方々に聴いてみました

が、あまり認識されていないようです。 

 本当に知ってほしい大事な内容であれば送るだけでなく、住民たち

がどう認識したのかを確認するなど、若葉区の意思が地区住民まで届

いているかどうかを把握できる対応をお考えいただきたいと思いま

す。 

 また「自治会への振興策をどうしたら良いかについて」として会議

を開いたらいかがでしょうか。一辺倒の対応では毎年同じになってし

まいますから。 

 そのあたりを含めてご検討いただきたいと思います。 

 

 自治会幹部の人に自治会の大事な仕事は何かについて声を掛けてい

く必要があると思います。自治会活動に対して理念をお持ちでない方

が会長になっていないでしょうか。 

地区部会長として活動していく中で感じたことです。 

  

 自治会の振興策については推進協で議論する立場ではございませ

ん。時間の関係上、切り上げますが各地区での事情を持っていること
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委 員 Ｅ 

 

 

 

保健福祉センター所長 

 

 

 

委 員 長 

 

についてもご認識下さい。 

 

 ３名程度と通知しているのであれば、地区部会エリア内に幾つもあ

る団体の中から３名程度しか出てこないのではないか。 

 ならば直接自治会長に郵送にて告知をしてもらいたいと思います。 

  

 今後は重点取組項目の実施方法について、各地区の会議を開催して

いくので、そこで改めて自治会への参加、啓発を促してまいります。 

 郵送については推進協で決定していただければと思います。 

 

会場の定員数の問題もございますので委員長扱いとし後ほど事務局

と協議します。 

 

          【質疑終了】 

 


